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特定非営利活動法人（NPO法人）申請は3団体ありました。引き
続き、認証申請を受け付けています。
申請のあった団体と成立した法人を紹介します。なお、関係書類は三重県生
活部生活課NPO担当及び各県民局生活環境部に備え置いてあります。

●認証申請団体
（1）名称、（2）申請年月日、（3）代表者の氏名、（4）法人の事務所の所在地、（5）
縦覧期間、（6）認証の種別、（7）定款に記載された目的。

名、審査員賞受賞者11
名、計20名が表彰され
ました。
その中で、藤田誠也さん
（大安町立大安中学校2
年生　大安中学校テク
ニカルボランティア部）が
中部ブロック奨励賞を受
賞しました。

[活動の内容]
木工を中心に、台風等で
倒れた木や家を解体し
たときの古材等でベンチ
やテーブル等を作り、学
校や施設等へ寄付する
とともに、これからの自然
環境について考える活
動を実施。2000年4月
から2001年3月の間

は活動が活発で、部全体で275点もの木工製品を作った。物を作
ることの大変さがよくわかり、物ひとつひとつを大切にするように
なった。
[評価のポイント]
木工の技術を活かして、創造的なりサイクル活動を行い、作った木
工製品を地域に提供することにより、環境問題への関心を高めて
いる。活動の独自性と、活動範囲を広げようという意欲を評価した。
大安中学校「テクニカルボランティア部」（Technical  Volunteer
　Club）について
～私達の活動を知って下さい～
昨今、中学校や高等学校の荒れ、青少年による凶悪事件、小学校
においても学級崩壊など、暗い話題がテレビや新聞のニュースの
多くをにぎわ してることを非常に残念に思っています。我校でも5
年前～3年前（96年～ 98年度）においては、例外ではありません
でした。子供の姿がよくないと、地域からも学校や教師は浮いてし
まい、日々の教育活動がますますやりにくくなっているのが現状で
はないでしょうか。このように全国的な教育荒廃ともいえるこの時勢
に私たち学校や教師にできることは、何なのでしょうか ？　自分な
りに模索した結果、自分の個性、特技を生かして自分ができること
から行動を開始しました。
・現代文明の発達によって、人間が忘れてしまった何かを思い出す
ために。
・人間本来のよき姿を取り 戻すために。
・２１世紀へつないでいくために。
・生物としての人間のあ り 方と自然をもう一度考え直してみるた
めに。
・学校と地域との距離を近くするために。
・学校で認められない子ども達にも認められる場面をつくるために。
このような、さまざまな思いから、９８年４月、大安中学にテクニカルボ
ランティア部を発足しました。私達はこの活動を通してさまざまなこ
とを社会に向けて発言していきたいと考えています。
（大安中学校「テクニカルボランティア部」顧問　出口省吾）
※ブルデンシャル．ボランティア賞（アワード）は米国最大級の保険
会社でブルデンシャル・グループの一員であるブルデンシャル生
命保険株式会社が主催する12歳から18歳までの青少年を対象
とするボランティア支援プログラムです。青少年が携わっているボ
ランティア活動を支援することにより、ボランティア活動の情報交換
を促し、ボランティアに気軽に自然に取り組める社会環境を創ること
を目的としています。日本では1997年からスタート（応募総数約
800件）し、第5回目を迎えた今回は全国から1，844件の応募が
寄せられました。

【112】
（１）特定非営利活動法人災害ボランティアネットワーク鈴鹿
（２）平成１３年１１月２１日
（３） 阿部好一
（４）鈴鹿中箕田一丁目２７番１５号
（５）平成１４年１月２１日まで
（６）設立
（７） この法人は、市民の防災意識の向上を図り、災害に強いまちづくりを実現す
るため、防災に関する啓発事業・防災訓練等の事業を行い、もって社会全体の利
益の増進に寄与することを目的とする。
【113】
（１）特定非営利活動法人あさひサービス
（２）平成１３年１１月２６日
（３）山岡忠敬
（４）久居市稲葉町字上鴻野３８４番地の１
（５）平成１４年１月２６日まで
（６）設立
（７）この法人は、介護を必要とするお年寄りや障害のある人達が、住み慣れた町
で自宅のような雰囲気のある家で、仲間や近隣の人と共に生きがいをもって過ご
せるよう必要な介護サービスの提供を行い、皆が安心して暮らしていける地域社
会の実現に努め、もって福祉の増進に寄与することを目的とする。
【114】
（１）特定非営利活動法人輪リサイクル思考
（２）平成１３年１２月４日
（３）桑名英美
（４）名市藤が丘六丁目４１５番地
（５）平成14年2月4日まで
（６）設立
（７）本会は、日々、悪化する地球環境の原因が人間の営みにあることを直視し、日
常の生活スタイルを根本から見直し、環境への負荷の少ない持続的発展が可能
な資源節約・循環型社会への転換が、いかに大切であるかの普及啓発に関する事
業等を行い、もって社会全体の利益の増進に寄与することを目的とする。

インターネットを使って、身の回りのテーマについて、「電子会議室」
上で話し合い、一緒に考えたりしませんか？１日だけの会議室です。
三重県では、「電子会議室」というインターネット上での情報技術を
使って、県民とのコミュニケーションを図って、そこでの内容を県政
に反映させることができればと考えています。 ぜひ、ご参加くださ
い。現在開設されているテーマの内容については、下記ホームペー
ジで見ることができます。
●開催日時／平成14年2月17日（日）PM１：００～
●開催場所（ホームページ）　
http://www.pref.mie.jp（バーチャル県政企画室）
津市羽所町７００　アスト津3階　みえ市民活動ボランティアセンター
●問い合わせ先／
三重県生活部ＮＰＯ担当  長崎 Tel.059-222-5983
e-mail　open@mienpo.net
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(平成１３年１１月１５日から平成１３年１２月１５日申請分）

身の回りのことを、みんなで話し合おう！
1日だけの会議室

NAVIS電子会議室（バーチャル県政企画室）イベント








